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研究成果の概要（和文）：本研究では、文化的・言語的に多様な背景をもつ子ども（CLD児）に着目し、発達障
害の疑いのあるCLD児に対して、認知特性に応じた支援法の確立を目的とした。まず、調査研究からは、知的発
達症および自閉スペクトラム症に該当するCLD児が高い割合で存在することを示し、彼らへの教育的支援のニー
ズの高さを明らかにした。次に、実験研究に基づいてCLD児の認知特性を評価する複数の評価法を開発し、アセ
スメントバッテリーの完成に至った。最後に、アセスメントに基づいた支援実践を行い、CLD児への支援の有効
性が認められた。本研究を通して、発達障害の疑いのあるCLD児に対する支援の方向性が示されたと考えられ
る。

研究成果の概要（英文）：The study aims to develop educational support strategies for children with 
cultural and linguistic diversity (CLD), particularly those at risk of neurodevelopmental disorders 
(NDD). Initial surveys revealed that CLD children experience a higher prevalence of intellectual 
developmental disorders and autism spectrum disorders compared to Japanese children, highlighting 
the urgent need for educational support. In follow-up experimental studies, we created several tasks
 to evaluate the cognitive characteristics of CLD children, such as executive function and social 
cognition, and built a cognitive assessment battery based on these tasks. Subsequently, we 
implemented preliminary educational interventions for CLD children, which positively influenced the 
children's academic performance and psychological adaptation in school. These findings underscore 
the effectiveness of tailored support strategies and provide a clear path forward for educational 
support for CLD children at risk of NDD.

研究分野：発達心理学

キーワード： 発達障害　多言語　特別支援教育　外国人児童生徒　日本語教育　認知神経　アセスメント　子ども学

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
第一の本研究の学術的意義は、本邦で初めて文化的・言語的に多様な背景をもつ子ども（CLD児）において、発
達障害の疑いのある子どもの割合を示した点である。この知見は、将来的に他の研究の基礎データとしても活用
されうるものである。第二には、CLD児に適応可能な認知課題を開発した点である。言語環境の影響を最小化し
たものであるため、今後異文化比較の観点などから国際共同研究としての発展が期待される。本研究の社会的意
義は、発達障害の疑いのあるCLD児に対してエビデンスに基づいた支援を行った点である。一人ひとりの特性に
合わせた支援を行うことは、彼らの健やかな育ちを科学的に支える臨床的意義も大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
人・モノの国際的な移動を背景に、日本の学校教育機関では、国際結婚の子どもや外国籍児童
など文化的・言語的に多様な背景をもつ子ども（Culturally Linguistically Diverse Children：
CLD 児）が増加している。学校教育機関では、増加する CLD 児への対応として、加配教員配置
の予算計上や、学校教育法の施行規則一部改正に基づく「特別の教育課程」としての日本語指導
等を急速に進めてきた。こうした対応により、学校環境への適応をみせる CLD 児は年々増えて
おり、児童生徒間での異文化交流など波及効果も認められる。 
 一方、CLD 児の中でも学校教育機関での対応が十分でないと考えられる子どもが存在する。
それが、発達障害の疑いがあり、特別な教育的支援を必要とする CLD 児である。対応が十分で
ない背景には２つの要因が存在する。第一には、日本語教育の領域では、知能や認知特性のアセ
スメント方法が十分に普及していないという現状である。第二には、特別支援教育の領域では、
日本語指導の方法が必ずしも取り入れられていないという現状がある。これら２つの要因が背
景となり、CLD 児に対峙した際に、言語環境の問題なのか、発達上の問題なのか、特定するこ
とが難しく、そのために適切な指導にもつながらないという深刻な問題がある。 
 こうした社会的・学術的背景をもとに、本研究では「学校教育において、発達障害の疑いがあ
る CLD 児をどのように支援するべきか」という問いを設定した。 
 
２．研究の目的 
研究上の問いに対して、本研究では「発達障害の疑いがある CLD 児の教育的ニーズに応じた
支援法の確立」を主目的として設定した。主目的を到達するために、具体的に以下の三課題の検
討を行うこととした。 
 
（１）発達障害の疑いのある CLD 児の実態調査 
特別な教育的支援を必要とする CLD 児については、散発的な学術的報告は認められる。しかし
ながら、調査の地域性に偏りが認められたり、信頼性のある調査項目を使用していないなど、現
在の本邦の実態を反映しているとは言い難い側面がある。そのため、教育的支援の現状と需要を
見極めることを目的として、発達障害の疑いのある CLD 児の実態調査を行う。 
 
（２）アセスメントバッテリーの開発 
特別支援教育では、知能や認知特性のアセスメントに基づいて指導計画を立て、指導実践を行う。
しかし、本邦の CLD 児を対象とした体系的なアセスメント手法は確立されておらず、実施の面
でも課題が多い。特に、CLD 児に対しては、言語環境の影響を考慮した上での知能や認知特性
のアセスメントが不可欠である。そこで、アセスメントに基づいた支援法につなげることを目的
として、言語環境の影響を最小化した知能や認知特性のアセスメントバッテリーの開発を行う。 
 
（３）アセスメントに基づいた支援の実施 
日本語適応教室では、教員免許を持たない支援員が指導することもあり、障害を含めた教育的ニ
ーズに応じた支援実施が困難である。一方、既存の学校教育に新たな支援環境を導入するのは、
時間や労力の点で現実的ではない。そこで、上述のアセスメントをもとに支援計画の策定を行い、
既存の個別環境（特別支援学級や日本語適応教室）で、支援の実現性や効果を検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）発達障害の疑いのある CLD 児の実態調査 
質問紙および直接面談による調査研究を行う。それぞれの発達障害の臨床症状を評価する標準
化尺度を用いた上で、カットオフ値を超える該当児の割合等を算出する。日本人との比較対象を
行うため、日本人を対象とした調査を行ったうえで、CLD 児の実態調査を行い、その多寡を検
討する。 
 
（２）アセスメントバッテリーの開発 
実験心理学的手法および神経生理学的手法による実験研究を行う。言語環境による影響を最小
化するために、言語能力を要求しない認知課題を新たに作成する。課題に対する行動成績（正答
率や反応時間）および神経生理学的データから、アセスメントツールとしての妥当性や問題点を
検討する。 
 
（３）アセスメントに基づいた支援の実施 
CLD 児を対象とした介入実践を行う。（２）で開発したアセスメントを用いて、対象児の知能お
よび認知特性を評価する。知能および認知特性に応じた支援計画を策定し、その支援計画をもと
に在籍校などで指導を実践する。一定期間指導を実践した上で、指導の実現性と効果とともに、
改善点を検討する。 
 



４．研究成果 
（１）発達障害の疑いのある CLD 児の実態調査 
3000名を超える日本人の子どもを対象とした調査研究を完遂した。その結果、自閉スペクトラ
ム症（ASD）や注意欠如多動症（ADHD）の推定有病率が判明した（Table1）。その上で、本調
査で使用した尺度を用いて、CLD 児を対象とした調査研究を完遂した。その結果、知的発達症
および ASD に該当する CLD 児が、日本人の子どもと比較して、高い割合で存在することが明
らかとなった（Table 2）。本知見は、CLD 児について、特定の発達障害の疑いある子どもが多
い可能性を示しており、国内でも数少ない調査知見と位置づけられる。 
 
Table1 日本人の発達障害の推定有病率 Table 2 CLD 児における発達障害の可能性 

 

 
（２）アセスメントバッテリーの開発 
評価をする特性に合わせて複数の課題を開発

した。具体的には、実行機能・社会性認知・音

韻認知・協調運動機能を評価する課題をそれぞ

れ開発し、その有効性を検討した。Figure 1 は

実行機能のうち、シフティング（shifting）を

評価する新規課題である。この課題は、言語発

達水準が 7 歳程度の知的発達症児にも実施可

能であることが明らかとなった。そのうえで、

言語能力に由来しないシフティング能力の高

低を評価することが可能となった。これらの知

見から、言語環境の影響を最小化したうえで、

CLD 児の特性を多角的に評価しえるアセスメ

ントバッテリーの有効性が示されたと考えら

れた。 
 
（３）アセスメントに基づいた
支援の実施 
CLD 児を対象とした介入実践を

行った。実践を行った子どもの

うち一例の知能プロフィールを

Figure 2 に示す。対象児は、日

本語と英語環境に育つCLD児で

あり、医療機関からは、境界知能

およびADHDの可能性が指摘さ

れた。一方、上述したアセスメン

トを用いたところ、実行機能の脆弱性および言語種にかかわらない音韻認知の弱さが示された。

このアセスメントに基づいて、実行機能に配慮した支援計画を策定し、在籍校と協力した上で指

導実践を行った。配慮としては、課題の切替時に、教科担任から個別の机間指導を受けることや、

課題の遂行において一定程度の時間猶予が認められることとなった。その結果、対象児の学業成

績は、支援計画のない時期と比較して、向上が認められた。対象児への支援は、アセスメントに

基づいたことで初めて実施されたものであり、少数事例とはいえ、本研究の一連の成果が児童生

徒への支援効果として示されたものと位置づけられる。 

 

（４）まとめ：到達点と問題点 

本研究からは、実態調査から支援実践を通して、発達障害の疑いがある CLD児に対して、教育的

ニーズに応じた支援が一定程度達成されたものと考えられる。一方で、支援は少数事例にとどま

っており、支援効果の科学的検証や社会実装には至っていない。今後は、アセスメント方法の普

及とともに、教育現場におけるランダム化比較試験等を通して、支援効果の検証が望まれる。 

Figure 1 シフティング課題の一例 

Figure 2 対象児一例の知能プロフィール（実データを改変） 
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